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序文

松井田町は群馬県最西部に位置し、長野県との県境をなす碓氷峠をはじめ

霧積山や北部の峰々に流源をとる河川は川辺を潤しつつ安中市から高崎市へ

と流れてゆきます。このような豊かな自然とともに、太古の昔には石器の材

料を信州和田峠に求め、古代東山道から中山道と続いた往来が先頃開通した

上信越自動車道の祖であることを見ましても、本町の文化が自然に抱かれた

交通の歴史のうえに築かれてきたことがお分りかと思います。往時の面影を

今に残す数々の文化財はそのことを私たちに伝えてくれています。

さて、先に述べました自動車道等の大規模開発はそれに派生する開発を伴

うものであります。本調査会ではこのことを念頭において発足し、埋蔵文化

財の調査を行なってまいりました。開発と文化財保護は充分な協議と相互の

理解のうえで共に郷土の文化として成り立つべきものと考えております。

このたび刊行いたしました「下増田天神原遺跡Jは本調査会報告書の第4

集となりますが、ここでは縄文時代前期の遺構遺物ならびに平安時代前期の

住居跡などが発見されています。小規模な遺跡ではありますがこれらの積み

重ねを地域の歴史を解明する大きな手だてとして様々に活用して頂けたら幸

いと存じます。

最後に、発掘調査から報告書刊行に至るまでご協力頂いたすべての方々に

感謝を申し上げて序文といたします。

平成 5年 7月

松井田町埋蔵文化財調査会

会長武田 弘
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1 本書は(株)アルメック松井田工場建設に先立つ埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 遺跡は群馬県碓氷郡松井田町大字下増田字天神原996他に所在する。

3 調査は鮒アルメックの委託を受けて松井田町埋蔵文化財調査会が行なった。

4 調査費は株)アルメックが負担した。

5 調査期間 ・発掘調査平成 5 年 1 月 18 日~1 月 22 日

-整理作業平成 5 年 3 月 1 日~7 月初日

6 調査は田口 修(事務員、町教育委員会社会教育課主事)が担当した。

7 整理作業では田口とともに都丸孝江(実割、トレース、図版作成など)がこれに従事した。

8 本書の執筆、編集は田口が行なった。

9 石材の鑑定は大工原 豊氏(安中市教育委員会)にしていただ、いたO

10 出土遺物、資料類は当調査会の依頼により松井田町教育委員会が一括して保管している。

11 発掘調査では地元の方々にご協力をいただいた。記して感謝申し上げます。

12 発掘調査参加者(敬称略)

有賀登志雄 石井きち 岩井道子 金井綾子 小板橋百合子

後藤丑雄 鈴木百合子 田口博之 野田絹子 野田達也

凡 例

I 遺構図の縮尺は 1: 40である。

2 遺構図の方位記号は磁北を指す。

3 遺構図の断面基準線は海抜標高を示す。

4 遺物図の縮尺は 1 3である。

5 写真図版における遺物写真の縮尺は不統ーであり、実測図を参照されたい0

6 本文と写真図版の遺物番号は一致する。
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第 1章 調査の経過

I 調査に至る経緯

平成3年 12月、捕アルメックより開発事前協議書が松井田町に提出され、町開発委員会は町教

育委員会に開発予定地の文化財についての意見を求めた。区域内では縄文土器片の散布が認められ

ると共に西接地では同時代の三角場形土製品が確認されていることなどから遺跡地とされる旨を回

答した。乙れを受けた欄アノレメックの試掘依頼書(平成 4年 3月 19日付)により町教育委員会で

試掘調査を実施した結果、部分的に遺物遺構が検出されたために造成計画の変更を含めた協議を行

なったが、変更は不可避とのことから発掘調査による記録保存の措置を講ずることとなった。調査

に先立ち、株)アノレメックと教育委員会内に事務局を置く松井田町埋蔵文化財調査会との聞で12月16

日に発掘調査の契約が締結され、関係法令の手続きを経て平成 5年 1月18日より調査が開始された。

II 発掘調査(平成 5 年 1 月 18 日 ~1 月 22 日)

試掘調査で遺構の検出された部分を拡張して 1~4 区とした。 1~4 区の顕に重機で表土を除去

した後、人力で平面精査を行ない遺構のプランを確認した。このうち 3区では 2点の石の集石部の

みでそれに伴うプランは検出されなかった。また 4区は拡張した結果、試掘時に遺構と思われた落

ち込みが自然のものと判明したため本書には掲載していない。

遺構精査は土坑は半割、住居では十字のベルトで土層断面を確認しつつ掘り進め、平板にて平面

図を作成した。標高は町の道路台帳に掲載された航空写真測量による標高ポイントが区域北端じ存

在していたのでこれをもとにして各区にベンチマークを設定した。写真記録ではカラーネガ、カラー

リバーサル、白黒ネガともに35mmフィルムを使用した。

III 整理作業(平成 5 年 3 月 1 日~7 月 30 日)

整理作業の経過は表 1に示したとおりである。土器は全て破片資料で最終的にある程度復元実測

表 l 整理作業工程表

3 月

洗浄 注記 ーー : 
遺 接合 復元 一

実 ;1lU 

トレース

版下作 成
物 写真 撮影

写真版下作成

遺
原図 点検 一
トレース ー
版下作 成

f嵩
写真版下作成

遺物観察表
稿原
本文

そ の 他

4 月 5 月 6 月

一-ー・・・吋

一

一
---

(校正・刊行)
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7 月

できたものは 2個体であっ

た。遺構は点数及び伴出遺

物も少なかったので版下の

作成・点検がスムースに進

んだ。資料整理及び原稿作

成は 5月をもって終了し、

2ヵ月間の校正・印刷期間

を経て報告書刊行となっ

た。



第 2章遺跡 、の環境

本遺跡は碓氷郡松井田町下増田字天神原に所在する。ここは北西より延びる細野丘陵の東端にあ

たり、標高は306~304mである。北西から南東への緩慣斜が幅約200m存在し両端は30mの比高を

もって下の河岸段丘面へと急激に落ち込んでいる。遺跡地の北東には直線距離で200m、南西は400

mのところにそれぞれ増田!11と九十九川が本丘陵を巻くように流下し、まもなく一本の九十九川と

なって安中市後閑へと続く。

近年、この丘陵地帯の中央を縦断する町道10号線が拡幅整備されたことにより、肥沃な優良農地

として利用されてきた本地域(通称細野原)にも徐々に開発の波が寄せていると ζ ろである。

さて、本遺跡周辺の(埋蔵)文化財の状況を図 1に示す。 1は縄文後期柄鏡形敷石住居及び古墳

後期円墳、江戸末期寺院等、また 2は縄文期集石と弥生・平安期の住居がそれぞれ発掘調査で検出

されている。 3、4はともに縄文~奈良・平安期の土器の散布が見られる表採地点である。 5は試

掘調査で弥生後期の住居が確認されている。 6では弥生~平安期の土器が濃密に見られている。 7

は古墳時代末期の小円墳密集地区であり一部に前方後円墳も存在する。 8は奈良期における東山道

とされているルートである。 9は松井田城の北東の出城とされている砦跡で掘切りや高土居に固ま

れた本郭が中世の面影を残している。

.4 

(参考文献) I歴史の道調査報告書~東山道~J 群馬県教育委員会 1983 

「松井田町誌j 松井田町誌編纂室 1985 

「人見北原遺跡J 松井田町教育委員会 1990 

「国街遺跡群IIJ }} 1992 

Ti'豊田天神原• 

.3 

'"戸、
I ¥ 

¥， - I 
図1 周辺遺跡の概要 (1: 25000) 
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1 国街森浦朝日遺跡

2 国街遺跡群II

3 (小日向中原・臼田)

4 (高梨子三次郎)

5 小日向遠地谷所遺跡

6 (高梨子中貝戸)

7 小臼向古墳群

8 東山道

9 小臼向城

.6 



第 3章検出された遺構と遺物

I 概 要

当台地上では従前より縄文期を中心として多くの遺物散布が知られており、西方の細野地区では

それが特に顕著である。本地域においても付近で三角場形土製品などの検出例があることから当初

より遺跡の存在が予想されていたが、結果は思いのほか粗な分布を示していた。遺物は殆どが縄文

時代前期中~後半に属しその分布は概ね 8トレンチ以西、とりわけ11、13、16、17トレンチの北側

寄りに多く見られた。また、 9トレンチ付近では径 5cm程の小円瞭が土器や石器とともに多く出土

したが遺構とされるものではなかった。出土層位は下図基本土層の第 2層下位とほぼ一定していた。

遺構は 1区で土坑 1基(時期不明)、 2区で竪穴式住居 1軒(平安前期)、 3区で集石部 1基(縄文

前期)の 3箇所が検出された。土坑は遺物を伴わないために時期は不明であるがプランや壁などしっ

かりした掘り込みとなっている。住居は東側にカマドの付設される小型住居跡で、該期に通有のあり

方を示すものである。前述のように付近は縄文期の遺物包含層であるため、覆土に同期の土器片が

混在していたが、住居に伴う遺物は極端に少なかった。集石部では住居に伴う炉の可能性が考えら

れたが付近にプランがないことや明確な焼土痕も検出されないことより炉跡ではなく集石として掲

載した。時期は付近の遺物より縄文前期と考えられる。

尚、区域南西部は 4区として調査を行なったが前述のように遺構は存在せず、数点の遺物を確認

したのみであるため、紙面の都合上本書には掲載しなかった。
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1 耕土。軽石を多く含むしまりのない黒色土。

2 白・黄色軽石微粒を含む暗褐冶土。

3 2層より軽石組く量も多いE音褐色土。ょくしまる。

4 中程に一定方向の岩板状ロームプロックを含む黄褐色ローム。

5 明黄色軽石 (YP)。上位は径 l~lOミリ、下位は20~40 ミリ。

20 40m 

0.5 

1.5m 

基本層序 <3区〉

図2 下増田天神原遺跡全体図
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II 1区(1号土坑)

野手 状 ほほ正円。底面は平坦で壁は直に落ち込む。

規 模上端径1.25mx 1.4m、壁は南側で45cm、北側で A 11 ¥¥丘

25cmで、ある。

覆 土黄色軽石 (yp)及びロームブロックを全体に

含む非常に硬い暗褐色土(一層のみ)。

地 山 ローム層である。壁の大半はしまりのよい黄灰
A 302.60 五

褐色ロームで底面より 10cm程上からはややしま

りのない明黄褐色軽石層 (yp、径 1~10mm) 

となる。壁、底面ともにしっかりしている。

遺 物検出されない。本区北方の 7トレンチ端付近で (1 : 40) 1 m 

僅かに縄文土器片が出土した他は本区付近での

検出は皆無であった。 図3 1号土坑実測図

III 2区(1号住居跡)

主軸方位 N~1380~E 

形 状正方形に近く、やや菱形状に歪む。

規 模 2.8mx2.5mでカマドのない壁間がわずかに長い。壁高は平均30cmが残存する。

カマド 南東側の壁中央やや南に付設されている。壁部で幅約50cm、長さ80cmの先細りのプラン

で、焚口よりわずかに低くなった燃焼部から煙道までは緩やかに立ち上がっている。袖

部は認められないがカマド右手に焼痕のある立石が残ることからこれが構築材の一部と

思われる。また焚口付近にもカマド材らしき赤変した石片が認められた。しかし内部に

は明確な焼痕はない。覆土は上半に天井崩落層と思われるローム混黒色土、下半は炭化

物と焼土粒を含む暗褐色土である。

覆 土二層を確認した。

床 面地山のよくしまった暗褐色土層(基本土層の 3層)を床面としており全体に良好な平坦

面となっている。貼床は認められない。

壁 面床面と同様でトあり小坑や凹凸はさほど見られない。

土 坑住居内には存在しない。西側に検出された土坑は地山、覆土とも住居のものと同じよう

であるが、付近には対応するものもなく本住居に伴うものではないと考えられる。

童 物 カマド焚口面より土師器聾片、住居中央付近覆土下位より須恵器坪片が出土し、伴出遺

物としては 2点のみである。図示した須恵器杯は口縁部から底部まで 1/4周を残す破

片でー口径14cm、底径7.5cm、器高3.7cm(全て推定値)を計る。焼締良好で表面の一部に

降灰粧が認められる。底部の痕跡は回転糸切り痕と思われる。

なお土師器聾は薄く削り込んだ、胸部片でコの字状口縁を伴うものと推察される。

- 4 
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IV 3区(1号集石部)

大型の石 2点が援して検出された。試掘において付近に同程

度の石が全く見られないことや石材に人為的な痕跡が認められ

ることより遺構と考えてよいであろう。

図右側の石は長さ約85cm、厚さ20cmで角柱状を呈している。

表面は全体に非常にj骨らかで平坦になっている。また角の部分

には被火によると思われる剥離が認められる。図左の石は不整

形で人為的痕跡は全くない。

一方、集石部北 2mあたりを中心に土器の集中部が認められ

た。出土レベノレは石底面ないしやや下で10cm程のレベル幅であ

る。100余点の破片資料には完形またはそれに近い復元をなし得

るものはなかった。時期は縄文前期黒浜式期である。

集石及び土器部分では掘り込みは全く確認されていない。図

下方の傾斜は自然の地形である。なお、石部分と土器部を関連

づける資料はないが土器集中部と言えるような箇所が他にない

ことから集石部に伴う可能性は高いと思われる。

G 303.95 G' H 303.95 

図 6 1号集石部実測図

表2 3区出土土器観察表
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No 器種・部位 法 量 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

1 深鉢 無節LとRを地文とし、胸部上半は平行 外黒褐色 良 外商大半は焼成時の黒

沈線による菱形のモチーフ。内面は横ミ 内淡褐色 班。含繊維

カ、キ。

2 口縁部 波状口縁部に沿って平行沈線 3条と下位 赤褐色 I1 合鯵維

に2条を描く。内画横ミガキ。

3 I g同昔日 横ころがしの縄文RL (0段多条)を充 外赤褐色 11 内面に炭化物付着。合繊

模する。 内精褐色 維

4 11 RLによる羽状縄文を充填。内面ていね 暗褐色 ノy 合繊維

いな横ミガキ。

5 口縁部 波状口縁部。重複する 2条の平行沈線区 階褐色 11 11 

画内に菱形文を描く。内面筏ミガキ。

6 11 粗いLRとRL横ころがしによる羽状縄 淡褐色 11 11 

文を充填。内面横ミガキ。
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V 遺構外出土遺物

本項では試掘によって検出された土器及び石器を主として提示する。本章 1~IVで述べてきたよ

うに下増田天神原遺跡は 2区の平安期住居跡 1軒を除けば縄文時代前期に属する遺物包含層の広が

る遺跡であり、時期を示す良好な土器片や石器類を提示することにより遺跡の性格も幾分か見えて

くると考えられる。なお、図示した資料は遺構外遺物全体の 2割程度にすぎないが、選定基準とし

て以下に記す。また、平面的な出土位置については考膚、していないために結果として分布に偏りが

出てくることをお断わりしたい。

選定基準・同一個体及び文様要素が同じ場合は特徴的な部位や文様の鮮明なものを。また無文の

場合は復元実測できない小片は割愛。(土器)

・完形像が判断できるもの。(石器)

<土器>

時期差により 3グループに分けられた。図 8は縄文時代前期中葉としたもので黒浜式土器に該当

する。 1~4 は平行沈線内に C字形連続爪型文を充填する口縁部文様帯でいずれも波状をなすと思

われる。 5~9 は斜行縄文を地文とする胴部以下片である。 5 は平行沈線、 6 はコンパス文により

司旬、一-~~主主主ミ

主 義 /7 
義民総為1/
宗齢、h . N Jたごノ9

。 (1: 3) 10cm 
L-~- ---!  一一 一一一i

図8 遺構外出土土器(縄文前期中葉)
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図 9 遺構外出土土器(縄文前期後半)

撃11， 。 (1: 3) lCこm

L一一一一一一一一一一J

図10 遺構外出土土器(縄文後期)

口縁部と区画し 7~9 は羽状縄文である。図 9 には縄文時代前期後半の諸磯式土器を示した。 1~4

は肋骨文(1)、円形刺突(1、 2)、磨消縄文を伴う木の葉状入組文(3、りなどより初段階の

a 式に該当する。 5~ 1 5は幅広の連続爪形文と平行沈線による意匠(5 ~ 12) や次段階の斜めの

刻みをもっ浮線文の発達(14、15)、獣面把手 (14)などいずれも b式の特徴を示している。 16は縦

位集合沈線でレンズ状文など古手の c式にあたる。図10は縄文時代後期で2は加曽利Bにあたり、

1ははっきりしない。

出土土器全体では黒浜期のものが90%以上を占めており、諸磯式及び後期は図示した破片が確認

されたのみでd)る。中期の土器は全く確認できなかった。

9 -



表3 遺構外出土土器(縄文前期中葉)観察表

No 器穫・部イ立 f去 量 文 様 調 整 色 調 ;焼成 備 考 出土

1 胸部 l条おきの連続爪形文 (C字)による山 澄褐色 不良 合繊維・金雲母 16T北

形モチ←フ。波状口縁と居、われる。内面

横ミガキ。

2 11 平行沈線内に列点刺突状の不規則な竹管 11 良 合繊維 10T南

文を描く。

3 口縁部 1条おきの連続爪形文 (C字)を口縁下 黄褐色 11 ノ/ 8T中

に3条。下位に連続爪形文及び平行沈線

文を描く。

4 1岡部 連続爪形文によるモチーフ。内面横ミガ 淡褐色 11 11 16T北

キ、滑らか。

5 11 胸部下半を横ころがし LR縄文とし上半 外暗褐色 11 ノ/ 17T中

との境を平行沈線で区画。内面横ミガキ。 内淡褐色

6 ノ/ 半裁竹管によるコンパス文。縄文LR横 淡褐色 ノ/ 11 13T南

ころがし。内面ミガキ、滑らか。

7 11 無節縄文Lによる羽状縄文(結束ではな 外暗褐色 ノ/ 11 llT南

い)。 内淡褐色

8 11 縄文LRによる羽状縄文で充填(結束で f登褐色 11 ノノ llT南

はない)。

9 底部 胴最下部に縄文LRを縦横に雑に施文。 外赤褐色 11 ノ/ 16T中

内黒褐色

表4 遺構外出土土器(縄文前期後半)観察表(1)

No 器種・部位 法 互日主 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

1 胸部 櫛歯状工具による助骨文の交点に円形刺 暗褐色 良 14T南

突を伴う。内面斜めミガキ。

2 ノ/ RLの地文に円形刺突列。内面縦ミガキ。 外淡褐色 12T中

内灰褐色

3 /J 細い爪形文による木の葉状入組文と忠、わ 外暗褐色 11 外面に炭化物付着 15T中

れ、縄文RL横ころがしと磨i南部を伴う。 内権褐色

4 口縁部 口唇直下に細い連続爪形文 (C字)を巡 淡褐色 11 薄手の浅鉢か 13T中

らし、同様の爪形文で縄文部及び磨消部

を赤彩区画。

5 I g同音日 連続爪形文による円文及び直線文。内面 淡褐色 ノ/ 15T南

横ミガキ。

6 ノ/ 連続爪形文 (C字)で弧状文を描く。内 暗褐色 11 外面に少々炭化物付着 8T中

面横ミガキ。

7 ノj 太い連続爪形文 (C字)と刻みのある!盗 /J 11 14T南

起線で充填。一部に円形車j突。内面横ミ

ガキ。

8 1/ 連続爪形文 (C字)による曲線の意匠。 外淡褐色 ノJ 内面は黒班 8T北

一部に円形刺突。 内黒褐色

10 



表5 遺構外出土土器(縄文前期後半)観察表(2)

I No 器種・昔日イ立 I去 霊 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

9 腕部 連続爪形文 (C字)と刻みのある隆起線 外暗褐色 I! 外面に少々炭化物付着 13T中

を交互に配す。内面積ミガキ。 内燈褐色

10 11 太い連続爪形文 (C字)と刻みのある隆 種褐色 11 13T中

起線を交互に配す。内面横ミガキ。

11 11 太い連続爪形文 (C字)と刻みのある隆 淡褐色 11 15T南

起線を交互に組み合わす。

12 I! 連続爪形文 (C字)と刻みのある隆起線 淡褐色 11 13T南

を交互に西日す。内面横ミガキ。

13 I! 縄文LR横ころがしを充填。内面縦ミガ 暗褐色 1I 内外商に炭化物付着 13T中

キ。

14 口縁部 獣面把手。刻みのある浮線文をベースと 淡褐色 11 16T北

し、口唇昔日は粘土紐貼付による梯子状、

目と鼻部分は刺突による。内面横ミガキ。

15 胸部 刻みのある横位浮線文で下位は縄文LR 淡褐色 I! 13T中

横ころがしの地文と思われる。

16 I! 帝国い集合沈線によるレンズ状文及び被位 暗褐色 I! 13T中

iた線文。

表6 遺構外出土土器(縄文後期)観察表

No 器種・部イ立 法 量 文 様 調 整 色 調 焼成 備 考 出土

1 頚部 キャリバー形の頚部と居、われる。手且い縄 情褐色 良 llT北

文RLで一部に貼付の突起。

2 E同部 深い平行沈線による浮き彫り状の曲線の 黒褐色 I! 13T北

意匠。内外面はよく滑かれる。

<石器>

①回石(図11-1~6 、図12-7~1l)

凹石は縄文時代中期に多く見られる礎石器のー形態である。平面形は楕円もしくは正円で両面ま

たは片面の中央付近に 1~数個の凹みをもっ径10~10数cmの自然瞭状の石器である。本遺跡では11

点が出土しているが、凹みの状況を見るかぎり 11以外にはアパタ痕(小さく浅い凹みの集合体)が

認められる。これは指先大の比較的整った深い凹みをもつものとは異質であり、用途の差異に起因

するところが大きいと言えよう。アパタ痕は比較的尖ったものにより数回以上の打撃を加えた結果

と思われるが現在有力視されている「木の実割り具」説がこれに該当するかは実体験を経て考えた

い。また 2、3、4、5、 7では両(片)面及び側面に摩滅が見られ、「磨石Jとしての機能も考慮

する必要があろう。

②石皿(図13-16)

先に述べた「磨石」とともに植物食の加工用具とされている。 16は破片であるが皿面は裏面付近

まで深く弧状に凹んでいる。縁部には親指大の丸い凹みが 3笛所見られる。

③石斧(図12-12、図13-13~15)

12と13は磨製石斧、 14と15を打製石斧としたが14は縁辺の調整とともに両面は磨製ととれる滑ら

-11-
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図11 遺構外出土石器(1)
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図13 遺構外出土石器 (3)

かさを持っている。磨製石斧はいずれも大型乳棒状石斧片であろう。

④板状製品(図13-17)

薄い板状でト尖った縁辺には細かい擦痕が残る。磨製石鉱であるかもしれない。
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表 7 遺構外出土石器観察表

No 器 種 形 態 全長 幅 厚さ 重 量 石 質 残 存 備 考 出土 l

1 凹石 不整楕円 9.8 7ヲ 3.9 390 安山岩 完形 両面中央付近にアパタ痕が集 8T中;

中、小さく深いものが目立つ。

2 JJ 楕円 11.0 8.0 3.3 420 JJ JJ 片面はアバグ痕が縦に並び、片 12T南 l

方は側面の境に稜をもっレンズ

状。

3 JJ 円 (9.4) 9.0 3.6 420 JJ 一部欠 浅いアパタ痕が両面の中央にあ 16T北

る。片面はレンズ状で摩滅して

し〉る。

4 JJ 不整楕円 (10.1) 7.1 3.7 (370) JJ 上下端欠 アパタ痕と摩滅する凹みをも 4T 

ち、両面共少々摩滅する平担画。

5 JJ 円 9.9 8.2 3.3 365 JJ 完形 裏表面とも摩滅し、中央にアパ 表採

タ痕。償l縁に敵打痕。

6 JJ 橋円 9.7 8.4 5.5 570 JJ JJ 両面の中央にアパタ痕が認めら 16T北

れる。

7 JJ JJ 10.1 6.6 4.7 545 JJ JJ 両国中央にアパタ痕。全体に摩 7T;jt 
滅が認められる。

8 JJ 不整楕円 12.8 9.0 4.0 (560) JJ 一部欠 南西中央にアパタ痕。縦方向に 7 T;:ft 
擦痕が認められる。

9 JJ 不整形 10.3 (9.3) 5.5 (750) JJ JJ 両面中央にアパタ痕。倒j縁の平 llT北

担菌は滑らかである。

10 肝 JJ 8.0 7.2 3.2 260 JJ 完形 片面の中央にアパタ痕がある 15T南

が、もう片方の亀裂は自然のも

のらしい。

11 JJ 構内 11. 8 8.6 (5.6) 720 JJ 裏面欠 断面円錐形の小さな凹みが 1か 14T中

所認められる。

12 磨製石斧 乳棒状 (11.1) 4.6 (3.2) (210) 緑色岩類 刃部欠 全面よく摩滅し、縦方向の擦痕 10T中

が認められる。

13 JJ JJ (14.4) 6.1 3.3 (390) JJ 基昔日と刃部の欠損以外の剥離は 7τ 北

角が丸くその後の{吏用を思わせ

る。

14 打製石斧 短冊形 (8.5) 4.0 1.7 (100) JJ 両端欠 伊j縁の調整とともに両面には縦 llT北

の擦痕があり半磨製とも言え

る。

15 JJ JJ 7.0 3.8 2.5 85 頁岩 とY壬ロS[ノノ 両刃。基部には原石商を残す。 llT;:ft 

16 石皿 (14.0) (10.8) 4.6 (1000) 結晶片岩 皿上縁部に親指大の 3ケ所の凹 16T中

みあり。皿内部は滑らかである。

17 板状製品 (4.6) 1.9 0.3 (3.0) スレート 裏表両国は平担で滑らか、縁辺 12T南

は両面からの面取りで尖る。

単位はcm.g ()は残存値

- l5 



めと宇品第 4章

縄文時代

と呼ばれる本台地では従前より縄文時代の遺物が数多く確認され

それらの多くは工事や耕作で偶然に発見されたものであった。中期を主体とするこれら

の遺物は地元の研究者の手によって学校や公民館に保存されているが、詳細にわたる全体的な把握

先にも述べたように「細野原J

てきたが、

までは至らず資料化が急がれる状態といえる。今回の調査は土塩地内の「土塩下原遺跡Jに続く細

野原での 2回目の発掘調査であったが、下原遺跡が中期後半であるのに対して天神原遺跡は前期中

~後半であり、本台地での縄文遺跡の在り方の幅を拡げるものとなった。

本遺跡の主体をなす遺物は前期黒浜期の土器である。同期の土器は周辺では土塩地内で数片が確

認されているのみであるが、町内においては八城、行田、五料などでまとまった出土があるようで

またこれらの遺跡では天神原と同様に諸磯期の遺構ある(上信越自動車道の調査による、整理中)。

遺物も検出されており、前期中~後半におりる本町の遺跡分布の状況が次第に明らかになりつつあ

る。現時点においての分布の特徴をあげるならば、丘陵や台地といった高台を中心に存在が認めら

れる点にあろう。図14は前期の遺物を伴う遺跡の分布を示したものであるが、碓氷川下位段丘に立

(千駄木)を除いては全て丘陵上や上位段丘面に存在している。(城下)及び、岩陰のNO.6士也するN口8

図でははっきりしないが同段丘面でも川側よりも山側といった煩向が見られる。

黒浜期の土器については、本県を含めた関東北西地域において有尾系土器の分布が指摘されてい

るが、本遺跡の土器もこの範轄にある。文様部における菱形モチーフや爪形文・列点状刺突・平行

このことは長野県と接する本町では一般的であり、中期の土器線などが普遍的に認められている。

では中部系の資料が多く伴うことはよく知られている。図示した遺跡の土器も詳細は不明だが有尾

川，t'/，jj'卦

'-r-~γコ

l
y
z
l
 

I
L
-
-

十
白
川
口

H

ト“
ηrh

l
J
2
I
 

l
i
-
-

九
i
九
川'"' 

門 1.'

ι1.__ _ _ _i_ _{_ 
気水h 地叩
佐噌沢 ，/(_ .;;. 
行 111111

B 

'. I.;/;ト 1ド
ル"1ω 似
f~ f~ fミ

1，1. 

①五料野ヶ0.*(黒浜、諸磯、イ三菩提)

②新堀東源ヶ原(黒浜、諸磯)

③行田梅木平

④行回大i!iAt(関山黒浜諸曙a-c、十三菩提)

⑤八械(関山、黒浜諸磯、イ三菩提)

⑥千駐木(関山 黒浜、副再確立)

⑦ 上人見(関山)

⑧大王寺峨下(諸曙c)

@高梨子(諸磯b. c) 

⑩土塩東大久保(関山)

系のものが主体的と思われる。

縄文前期遺跡の分布
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図14



一方、出土量は少ないが諸磯式土器は a 式~C 式まで認められた。復元実測出来たものは無く、

小片資料のみだが、各期の特徴から a式(肋骨文、木の葉状文、円形刺突など)、 b式・古(連続爪

形文の発達など)、 b式・中(浮線文の発達、獣面把手など)、 c式・古(集合沈線、レンズ状文な

ど)に分りられ、 b式・新及びc式・新段階のものは出土していない。諸磯期の資料についても黒

浜期同様にまとまった量が整理中であるので、作業の終了を待って検証するとともに各期の遺跡分

布や土器様相をみてゆく必要があろう。

縄文期の遺構として 3区の集石をあげたが、その性格は明らかとは言えない。全体的に見れば前

期中葉を主として後半に及ぶ遺物包含層であるとしか言えない。本地域での調査例が増加すること

で該期の活動空間が明らかになろうが、水はけのよい台地の両側に河川を持つ立地条件を考えると

付近に集落の存在する可能性は高いと言える。

II 平安時代

周辺では同台地上東方 1kmの国街遺跡で平安期の住居跡が検出されている。本遺跡での在り方は

住居跡 1軒と遺物 2点という非常に僅かなもので、カマドの遺存状況などからも埋没が始まる直前

には住居として機能していなかったものと考えられる。調査結果を見るかぎり、集落から一定の距

離を隔てた作業小屋かなんらかの理由で隔離された者の住窟といった感を受けるが推測の域に留ま

るのみである。
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